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例   言 
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に所在する、国指定史跡大境洞窟住居跡の保存整備事業報告

書である。 
２ 大境洞窟住居跡保存整備事業は、国庫補助金および県費補助金の交付を受けて実施した。 
３ 事業は、平成 22 年 7 月 2 日に史跡指定範囲内で発見された落石および崖面剥落に伴い、

史跡の保全と被害防止を図るために実施した。 
４ 保存整備事業は、平成 23・24 年度の 2 か年で実施した。また、事業に先立つ平成 22 年

度には、埋蔵文化財緊急調査事業として大境洞窟住居跡周辺部測量等調査を実施した。 
５ 事務局は、氷見市教育委員会生涯学習・スポーツ課（～平成 23 年度：生涯学習課）に

置いた。事務担当は下記のとおりである。 
 

平成 22 年度 課長：寶住哲郎、課長補佐：荒井市郎、副主幹：大野 究、 
主任学芸員：廣瀬直樹 

平成 23 年度 課長：薮田栄治、課長補佐：荒井市郎、副主幹：大野 究、 
主任学芸員：廣瀬直樹 

平成 24 年度 課長：坂本研資、副主幹：大野 究、主査：天坂 正、 
主任学芸員：廣瀬直樹 

 
６ 本書の執筆・編集は、廣瀬直樹が担当した。また、第 3 章第 2 節は、平成 22 年度に実

施した大境洞窟周辺部壁面調査業務の概要報告書（株式会社アーキジオ作成）、第 4 章第 2
節は、平成 23 年度に実施した大境洞窟周辺部空洞測量調査業務の概要報告書（株式会社

エイ・テック作成）に基づいて作成した。 
７ 保全工事の設計・監督は、氷見市建設農林部建設課に依頼した。 
８ 本書に掲載した工事写真は、各施工業者から提供を受けた。 
９ 調査・保全工事・本書作成にあたり、平成 14～19 年度の国指定史跡大境洞窟住居跡保存

整備事業に際して設置された史跡大境洞窟住居跡保存活用検討委員会の委員をはじめとす

る関係者の皆様、文化庁文化財部記念物課、富山県教育委員会生涯学習・文化財室から数々

のご指導を得た。 

さらに、以下の個人・機関等から数々のご指導・ご協力をいただいた。ここに記して厚

く感謝申し上げます（五十音順・敬称略）。 

 

市原富士夫、内田和伸、川村國夫、小島俊彰、境 洋子、高野功一、田中 豊、南部久男、 

布村 昇、松島 洋、三宅克広、柳瀬正信 
 
大境地区、氷見市建設農林部建設課、氷見市文化財審議会、氷見市立博物館 
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洞部を埋め立てることになったとしても、現状を記録保存するなど、ある程度の可逆性を持った整備が望ま

しいとのことであった。 
平成 22 年 9 月 28 日（火）には、廣瀬主任学芸員が、金沢工業大学環境土木工学科地域防災環境科学研究

所（石川県白山市八束穂）を訪問し、史跡大境洞窟住居跡保存活用委員の1 人であった川村國夫委員（金沢

工業大学環境・建築学部環境土木工学科教授）から意見を伺った。 
まず空洞部に関しては、今後の周辺保全を考えると、充填して埋め戻してしまったほうが良い。工法とし

ては、空洞を隔てる壁の肉厚が薄いため、軽量モルタルコンクリート等で充填し岩盤と一体化させて強度を

出すのが望ましい、とのことであった。さらに、空洞部の下に元々あった洞窟・溜池も塞いだ方が良いとい

う意見が出された。空洞部の下の洞窟・溜池は、法尻の力がかかる部分であり、周辺の崖部の保全を考える

とこちらの方が危ない。なるべく早めに、むしろ上の空洞部を埋めるより先に処理をした方が良く、軽量モ

ルタルや砕石などを詰めて充填すべき、という。 
また、上からの落石については、現在の落石防護ネットが適切に作用しているため、それを活かして下部

を地表面まで延長すれば良いだろう、とのことであった。ただ、乾湿の繰り返し、凍結融解の繰り返しは堆

積岩にとっては厄介な問題であり、今後も剥落は避けられない、という。この点に関しては、そのために存

在する落石防護ネットであるので、落石防護ネットを地表面まで延長して対応すれば良い、とのことであっ

た。 
これらの川村委員の意見、またそれまでに伺った他の委員の方々の意見を受けて、落石現場の保全工事・

被害防止対策のための保存整備事業計画の方向性を定めた。まず、今回発見された空洞部と大境洞窟住居跡

本体との関係性を明らかにする。そこで洞窟とは関連性の薄い近現代の漁業用設備であることが確実となっ

た場合には埋め戻しを行うこととし、空洞部および下部の洞窟の記録保存のための測量調査等を実施する。

その上で、両者を埋め戻し、落石防護ネットの延長、園路スロープ転落防止柵の追加設置を行うものとした。 
さて、このように保存整備事業の方針が確定したものの、急務となるのが空洞部の詳細を明らかにするこ

とであった。入り口が狭く内部の規模は不明であり、さらには崩落の危険性があるため、空洞部の測量調査

を行う際に内部に人が入ることが可能であるのか、また立ち入りが不可能な場合、どのような測量調査の方

法を取ることができるのか、探る必要があった。そこで、平成22 年度の下半期において事前調査を実施し、

次年度以降に保存整備事業を実施することになった。調査は、平成 22 年度の埋蔵文化財発掘調査事業の一

環として、国庫補助金および県費補助金の交付を受けて実施した。 
この調査の結果、空洞部は近代以降に掘削された可能性が高く、また測量調査の際に立ち入りできる状態

にあることが確認された。これを受けて、平成 23 年 7 月から 10 月に記録保存のための測量調査を実施し、

その調査終了後の平成 23 年 12 月から平成 24 年 3 月にかけて、下部の洞窟の充填工事と、園路スロープ転

落防止柵の追加設置を行った。 
平成 24 年度には、上部の空洞部の充填工事と落石防護ネットの延長工事を実施し、あわせて標示板およ

び説明板の新設、保存整備事業報告書の作成を行った。実施期間は、上部空洞充填工事および落石防護ネッ

トの延長工事が平成24年6月から10月、標示板および説明板の新設工事が平成25年1月から3月である。

保存整備事業報告書の作成は、平成24 年 11 月から平成 25 年 3 月に実施した。 
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表1 国史跡大境洞窟住居跡保存整備事業費一覧 

    
平成 22 年度（※1）   703,500 351,750 175,875 175,875 

小  計   703,500 351,750 175,875 175,875 
平成 23 年度 3,462,482 1,730,000   865,000 867,482 
平成 24 年度（※2） 2,474,000 1,237,000   618,000 619,000 

小  計 5,936,482 2,967,000 1,483,000 1,486,482 
総  計 6,639,982 3,318,750 1,658,875 1,662,357 

1 22 22 3,000,237
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第3章 平成22年度大境洞窟周辺部測量等調査の概要 

 
第1節 調査の概要 

平成 22 年度は、保存整備事業の事前調査として大境洞窟周辺部地形測量業務と大境洞窟周辺部壁面調査

業務を実施した。実施期間は、平成22 年 12 月 22 日から平成 23 年 3 月 31 日である。 
このうち大境洞窟周辺部地形測量業務は、落石現場周辺の現況地形を把握するために実施したもので、業

務は朝日コンサルタンツ株式会社に委託した。あわせて周辺部の踏査で新たに確認された洞窟跡についての

記録を行った（第 3・4 図）。 
大境洞窟周辺部壁面調査業務は、保存整備事業の実施に先立ち、落石現場で発見された空洞部の詳細を明

らかにし、翌年度に計画している詳細測量調査の方法を探ることを目的に実施した。この時点では、空洞部

の内部に人が立ち入ることが可能であるのか、空洞部の規模が不明であり、安全性の確認もできていなかっ

た。そのため、この業務では空洞内部に立ち入らず、目視や軽量ビデオカメラ等による調査とした。 
調査は、氷見市教育委員会の監督のもと、株式会社アーキジオに委託して実施した（写 8・9）。調査の期

間および調査担当者は次のとおりである。 
 

調査期間  平成23年1月7日 ～ 平成23年3月18日 

担当監督員  氷見市教育委員会生涯学習課 主任学芸員 廣瀬直樹 

受託業者  株式会社アーキジオ 

担当技術者  橋本龍三：地質調査技士 

管理技術者  竹内勝信：技術士（総合技術監理部門，建設部門） 

照査技術者  津嶋剣星：ＲＣＣＭ（土質及び基礎） 

 
 
 
 
 
 

  

写8 空洞部の調査（１） 写9 空洞部の調査（２） 
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第4章 平成23年度大境洞窟周辺部空洞測量調査の概要 

 
第1節 調査の概要 

平成 22 年度に実施した周辺部の地形測量、洞窟内部の調査の結果を受けて、平成23 年度には、洞窟内部

の詳細測量調査を実施することになった。 
測量調査は、氷見市教育委員会の監督のもと、株式会社エイ・テックに委託して実施した（写 10）。前年

度の内部調査の結果、実際に空洞内部に入っての作業が可能と判断されたため、空洞部前面に足場を組み、

内部へ立ち入って作業を行った（写11）。 
調査の期間および調査担当者は次のとおりである。 
 

調査期間  平成23年８月17日～９月16日 

調査担当者  氷見市教育委員会生涯学習課 主任学芸員 廣瀬直樹 

株式会社エイ・テック 川渕久志、岡田一広、吉田有里、般若 真、後藤浩之 

調査参加者  道谷茂雄 二口誠二 

整理作業  三島幸代 南 真弓 

 

本章第2節に掲載した調査成果は、株式会社エイ・テック作成による大境洞窟周辺部空洞測量調査業務の概

要報告書に基づくものである。本報告の執筆は吉田有里が担当し、岡田一広が加除・加筆を行った。また、「（５）

自然科学分析」における生物遺体の同定は、貝類が布村昇氏（富山市科学博物館）、化石貝類が田中豊氏（富

山市科学博物館）、脊椎動物が南部久男氏（富山市科学博物館）の鑑定をもとに、吉田が作成した。 
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Phylum Mollusca
Subphylum Conchifera

Class Bivalvia 
Subclass Protobranchia

Order Nucloida
Superfamily1) Nuculoidea
Family Nuculidae

Gen. et sp. indet.
Superfamily Tellinacea 
Family Tellinidae 

Gen. et sp. indet. 
Order et fam. indet. 

Class Heterodonta
Order Veneroida 

Superfamily Veneroidea Veneracea  
Family Veneridae
Mercenaria stimpsoni

Class Scaphopoda
Order Gadilida 

Suboder Gadilimorpha 
Family Gadilidae 

  Subfamily Siphonodentaliinae
Siphonodentalium isaotakii

                                                  
Superfamily
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Subfamily Gadilinae 
Gadila opportunus

Class Gastropoda
Subclass Eogastropoda 

Superorder Caenogastropoda 
Order Sorbeoconcha 

Superfamily Littorinoidea 
Familiy Littorinidae

Nodilittorina exigua
Superfamily Muricoidea 

Family Nassariidae 
Gen. et sps. indet.

Superorder Heterobranchia 
Order Pulmonata 

Suborder Basommatophora 
Superfamily Lymnaeoidea 

 Family Lymnaeidae 
Austropeplea ollula 

Superfamily Planorboidea 
Family Planorbidae

Subfamily Planorbinae Rafinesque

Tribe Segmentinini
Polypylis hemisphaerula 

Suboder Eupulmonata 
Infraorder Stylommatophora 

Superfamily Achatinoidea 
Familiy Subulinidae 

Allopeas clavulinum 
Allopeas pyrgula 

Subfamily Helicoidea 
Fam. et gen. indet. 

Class Arthropoda 
Subphylum Crustacea 
 Class Maxillopoda 

Subclass Thecostraca 
Infraclass Cirripedia 

Superorder Thoracida 
Order Sessilia 
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 Suborder Balanina 
Fam. et gen. indet. 

Class Malacostraca 
Subclass Eumalacostraca 

Superorder Eucarida 
( ) Order Decapoda 

( ) Suborder Pleocyemata 
( )  Infraorder Brachyura 

Fam. et gen. indet. 
Class et order indet. 

Phylum Echinodermata
Class Echinoidea

Order Echinoida
Class Echinoidea

Anthocidaris crassispina
Phylum Chordata 

Subphylum Vertebrata 
Superclass Tetrapoda 

Class Amphibia 
Subclass Lissamphibia 

Order Anura 
Suborder Neobatrachia 

Family Ranidae
Gen. et sps. indet. 
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 1982  
 1991   9  
 1934   6  3  

 1989   
 2000  
 1992 31  

 
 1918     
 1927      

  
   
 1965  

 1927    
 1999  9 7  
 2002  7 5  
 2006  1 1  

 1982   5  
 2007  

 49  
 2008  

 1957  
 1993  
 2002  
 2004   

 1983 13    
 1985   18  
 2006   vol.95  
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